
各地区電友会だより（山形）

クループ会社様との情報交換の場です

小野寺東北地方本部長のご挨拶

4

山
　
形・

・
－
ト
1
－
■
、

◆
山
形
支
部

ア
凛
重

工
∴
．
球
磨

隠
蒐

◎
会
長
・
事
務
局
長
会
議
の
開
催

平
成
2
8
年
1
2
月
1
2
日
に
O
B
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、

各
地
域
の
会
長
・
事
務
局
長
の
2
1
名
が
出
席
し
、
平

成
2
8
年
度
各
地
区
電
友
会
の
活
動
状
況
な
ど
の
報
告

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

協
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
、
各
地
区
会
員
数
の
推
移
状
況

2
、
各
地
区
サ
ー
ク
ル
活
動
と
県
内
外
サ
ー
ク
ル
と

の
交
流
状
況

3
、
各
地
区
の
　
「
N
T
T
山
形
グ
ル
ー
プ
O
G
・
O

B
交
流
会
」
　
の
実
施
状
況

4
、
各
地
区
の
文
化
講
演
会
の
開
催
状
況

5
、
第
1
9
回
支
部
主
催
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
鶴
岡
で
実
施
）
　
の
実
施
状
況

6
、
各
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状
況

7
、
霞
城
ク
ラ
ブ
主
催
の
第
3
回
芸
術
作
品
展
の
開

催
状
況

◎
N
T
T
と
の
定
期
連
絡
協
議
会
の
開
催

会
長
・
事
務
局
長
会
議
の
終
了
後
に
、
N
T
T
山

形
支
店
本
町
ビ
ル
会
議
室
に
場
所
を
移
し
、
N
T
T

東
日
本
山
形
支
店
小
泉
総
務
課
長
、
N
T
T
グ
ル
ー

プ
企
業
4
社
の
支
店
長
並
び
に
電
友
会
東
北
地
方
本

部
の
奥
野
常
任
理
事
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

小
泉
総
務
課
長
か
ら
は
、
「
最
近
の
N
T
T
を
取

り
巻
く
状
況
」
　
に
つ
い
て
の
説
明
と
N
T
T
事
業
へ

の
協
力
に
対
し
て
謝
礼
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た。

こ
の
後
、
鈴
木
支
部
長
よ
り
山
形
支
部
・
各
地
区

電
友
会
の
活
動
状
況
を
資
料
に
て
説
明
す
る
と
と
も

に
電
友
会
に
対
し
N
T
T
お
よ
び
N
T
T
グ
ル
ー
プ

企
業
各
社
よ
り
多
大
な
支
援
・
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

続
い
て
各
グ
ル
ー
プ
各
社
様
か
ら
事
業
内
容
と
同

知
事
項
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
知
識
を
広
め
ま
し

た。
そ
の
後
、
地
下
食
事
室
に
移
動
し
、
N
T
T
東
日

本
古
川
支
店
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
N
T
T

山
形
支
店
等
の
幹
部
の
皆
様
と
情
報
交
換
や
意
見
交

換
を
行
い
大
変
有
意
義
な
協
議
会
と
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

◆
霞
城
ク
ラ
ブ

◎
定
期
総
会
の
開
催

総
会
は
平
成
2
9
年
4
月
2
6
日
に
山
形
市
内
「
山
交

ビ
ル
」
　
に
お
い
て
、
東
北

地
方
本
部
の
小
野
寺
本
部

長
の
出
席
を
得
て
総
勢

1
0
8
名
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

議
事
の
内
容
は
2
8
年
度

の
活
動
報
告
と
2
9
年
度
の

事
業
計
画
で
、
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は

1
、
会
員
の
心
豊
か
な
生
活
と
生
き
が
い
を
支
援

2
、
N
T
T
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
諸
施
策
へ
の
協
力

と
連
携
強
化
　
3
、
防
災
意
識
の
醸
成
等
々
、
説
明

後
満
場
一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



各地区電友会だより（山形）

この活動内容・・
シッカリ頑張っているな

大勢の出席者で話がはずみます

ステンドグラス・パッチワークコーナー

チ
剋■

古川支店長の笑顔・・最高で～す

出展者の皆さん・・お疲れ様でした

会
員
仲
間
の
情
報
交
換
と
な
り
楽
し
い
観
桜
会
と
な

り
ま
し
た
l

り
ま
し
た
U

N
T
T
山
形
支
店
古
川
支
店
長
は
じ
め
、
竃
友
会

◎
観
桜
会
開
催

総
会
に
続
き
「
観
桜
会
」
を
N
T
T
山
形
支
店
古

川
支
店
長
を
は
じ
め
1
2
名
の
N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
来

賓
者
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
霞
城
公
園
の
桜
（
霞
城
ク
ラ
ブ
5
0
周
年
記

念
植
樹
等
も
含
む
）
　
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
し
、

東
北
地
方
本
部
の
事
務
局
の
方
々
、

同
じ
趣
味
の

方
々
、
遠
方
よ
り
わ
ざ
わ

ざ
お
出
で
く
だ
さ
っ
た

万
々
、
O
B
・
O
G
の
方
々
、

な
に
よ
り
出
展
し
た
人
た

ち
が
会
場
へ
足
を
運
び
、

大
交
流
の
場
に
な
っ
た
こ

と
も
こ
の
作
品
展
の
成
果

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
回
開
催
に
向
け
新
た
な
出
展
者
も
沢
山
増
え
る

よ
う
活
動
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
き
ま
す
。

l
一
t
t
′
ク
l
一
l
l

お
お
い
に
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
今
年
は
「
全

テ
ー
ブ
ル
対
抗
の
ダ
ー
ツ

選
手
権
」
で
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
「
全
員
で
の

合
唱
」
な
ど
、
全
員
参
加

に
よ
る
大
宴
会
と
な
り
、

◎
第
3
回
N
T
T
－
O
B
芸
術
作
品
展
開
催

第
3
回
N
T
T
－
O
B
芸
術
作
品
展
は
平
成
2
8
年

日
月
2
6
日
か
ら
5
日
間
山
形
県
芸
文
美
術
館
（
5
F
・

6
F
）
　
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

5
月
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
開
催
当
日
ま
で

奔
走
し
ま
し
た
。

会
員
も
年
齢
を
重
ね
て
き
て
お
り
、
「
出
展
出
来

な
い
」
、
「
搬
入
出
来
な
い
」
、
「
来
場
出
来
な
い
」
な

ど
の
問
題
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
の
一
人
一
人
の
努
力
と
き
め
細
か
な
働
き

か
け
で
、
出
展
者
8
0
名
、
作
品
数
も
2
1
0
点
と
な
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関宴スタートです
待ってました

皆さんこっち見てくださ～い

古川支店長と鈴木会長の2ショット

年齢を重ねても、
お元気な美男美女軍団

6

◎
N
T
T
交
流
会
開
催

て
家
路
に
つ
き
ま
し
た
へ

◎
不
老
不
死
温
泉
と
世
界
自
然
遺
産
自
神
山
地

1
泊
2
日
の
旅

1
日
目
、
小
泉
五
兵
衛
家
の
稲
庭
う
ど
ん
資
料
館

を
見
学
。
そ
し
て
青
森
県
と
秋
田
県
に
か
け
て
広
が

山
の
恵
み
、
海
の
恵
み
に
身
も
心
も
癒
さ
れ
る
爽

や
か
な
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
大
人
の
旅
行
に
ピ
ッ
ク
リ

な
1
泊
2
日
の
旅
。
千
キ
ロ
弱
の
行
程
を
体
調
も
崩

さ
ず
無
事
帰
還
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

る
山
岳
地
帯
に
あ
る
日
神

山
地
。
最
大
の
見
所
は

十
二
湖
の
一
つ
で
あ
る
コ

バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
青
池
。

青
さ
の
理
由
は
ま
だ
解
明

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
自
然
の
神
秘
で
す
。

平
成
2
8
年
度
N
T
T
交
流
会
は
日
月
2
8
日
国
際
ホ

テ
ル
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
置
賜
地

区
が
山
形
地
区
と
一
緒
に
山
形
で
開
催
さ
れ
2
1
0

名
を
越
す
大
交
流
・
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

会
を
支
え
て
頂
い
て
い
る
N
T
T
山
形
支
店
の
絶
大

な
ご
支
援
の
下
、
懐
か
し

い
顔
が
一
杯
で
話
に
花
が

咲
き
、
大
合
唱
、
抽
選
会
、

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花

笠
踊
り
と
、
交
流
会
は
最

高
潮
、
名
残
惜
し
み
な
が

ら
来
年
の
再
会
を
約
束
し

こ
の
旅
の
メ
ー
ン
で
あ
る
不
老
不
死
温
泉
に
は
、

夕
方
到
着
。
「
海
辺
の
露
天
風
呂
二
部
混
浴
）
」
　
で

ひ
と
風
呂
浴
び
た
あ
と
は
本
日
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
大
宴
会
の
始
ま
り
で
す
。
乾
杯
で
は
じ
ま
り
、

全
員
に
よ
る
　
「
親
子
花
笠
」
　
の
合
唱
、
女
性
陣
に
よ

る
「
南
国
の
夜
」
　
の
歌
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
。
ま
た
「
南

京
玉
す
だ
れ
」
　
の
余
興
、
カ
ラ
オ
ケ
の
大
競
演
等
惜

し
ま
れ
な
が
ら
の
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

2
日
日
、
自
神
山
地
の
麓
を
五
能
線
と
と
も
に
一

路
北
へ
。
い
よ
い
よ
最
後
の
見
学
地
、
太
宰
治
の
生

家
「
斜
陽
館
」
、
「
津
軽
三
味
線
会
館
」
　
に
到
着
で

す
。
迫
力
あ
る
津
軽
三
味
線
の
生
演
奏
、
「
斜
陽
館
」

で
は
太
宰
が
生
前
着
用
し
て
い
た
着
物
や
執
筆
用
具
、

直
筆
原
稿
、
書
簡
等
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

亜
囲
碁
友
の
会

・
囲
碁
対
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2
5
年
1
月
か
ら
始
め
た
対
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
5

年
目
に
入
り
ま
し
た
ゥ
　
2
8
年
度
の
参
加
人
員
は
5
0
名

と
な
っ
て
い
ま
す
【
U

介
護
老
人
保
健
施
設
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
と
も



各地区電友会だより（山形）

最強の囲碁仲間で
優勝は77です

快晴での塙影会（烏海山）

年間優勝
おめでとうございます

す
っ
か
り
友
達
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

2
8
年
度
の
勝
数
順
位

1
位
　
浦
山
　
勇
　
　
　
2
位
　
斎
藤
　
靖
雄

2
8
年
度
の
勝
率
順
位

1
位
　
原
田
　
利
男
　
　
2
位
　
伊
藤
　
智
幸

・
2
8
年
度
第
4
回
大
会

3
月
1
日
　
O
B
サ
ロ
ン
　
は
名
参
加

優
勝
　
浦
山
　
勇
　
　
準
優
勝
　
戸
田
　
清
二

・
2
9
年
度
総
会
と
第
1
回
大
会

2
8
年
日
月
の
「
第
3
回
霞
城
ク
ラ
ブ
芸
術
作
品
展
」

へ
、
会
員
1
2
名
か
ら
刀
点
出
品
し
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
2
9
年
2
月
の
　
「
第
5
1
回
山
形
県
写

真
展
」
　
で
は
、
入
選
者
5
名
（
作
品
6
点
）
　
で
し
た
。

日
月
に
は
「
第
4
回
ク
ラ
ブ
展
」
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
向
け
5
月
に
は
1
泊
で
由
利
本
荘
市
へ
の

新
緑
撮
影
会
や
日
帰
り
撮
影
会
を
行
い
、
撮
影
し
た

作
品
を
持
寄
り
　
（
月
1
回
）
　
互
い
に
批
評
し
な
が
ら

撮
影
技
術
の
向
上
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

化
、
ノ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
維
持
も
随
分
図

ら
れ
5
年
は
若
返
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

2
8
年
度
後
半
戦
の
成
績
は
次
の
通
り
。

・
第
4
回
　
（
日
月
1
9
日
）

優
　
勝
　
渡
辺
　
盛
正
雀
士

準
優
勝
　
原
田
　
智
弘
雀
士

・
第
5
回
　
（
1
2
月
1
7
日
）

優
　
勝
　
武
田
　
淳
一
雀
士

準
優
勝
　
小
鹿
　
充
重
雀
士

5
月
1
7
日

優
勝
　
鏡

O
B
サ
ロ
ン
　
川
名
参
加

俊
雄
　
　
準
優
勝
　
戸
田
　
清
二

・
第
6
回

優
　
勝

準
優
勝

・
第
7
回

（
1
月
2
1
日
）

小
鹿
　
充
重
雀
士

堀
江
　
代
逸
雀
士

（
2
月
2
8
日
）

脚
N
T
T
－
O
B
写
真
ク
ラ
ブ

㈲
麻
雀
＆
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

こ
の
会
が
発
足
し
て
今
年
で
5
年
目
を
迎
え
る
節

目
の
年
に
な
り
ま
す
。
顧
り
み
ま
す
と
、
脳
の
活
性
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パット練習にも真剣さが伝わります

これ楽しみで・・会話が弾みます

18

今年も好天での
楽しいプレーが再開

パッチワークの美女の皆様
元気いっぱいです

満開の桜が
GG仲間を大歓迎

優
　
勝
　
石
原
　
義
祐
雀
士

準
優
勝
　
堀
江
　
代
逸
雀
士

・
第
8
回
　
（
3
月
2
5
日
）

優
　
勝
　
佐
藤
　
覚
　
雀
士

準
優
勝
　
小
鹿
　
充
重
雀
士

㈱
な
な
か
ま
ど
会

総
会
　
（
出
陣
式
参
加
者
3
2
名
）
　
を
3
月
1
5
日
ホ
テ

ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
て
開
催
し
、
新
会
員
3
名
の
万
を

お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
会
員
で
ハ
ン

デ
キ
ャ
ッ
プ
0
の
方
に
対
す
る
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
規

定
の
見
直
し
等
、
新
た
な
対
応
に
会
員
一
同
今
後
の

例
会
開
催
を
楽
し
み
に
ス
プ
レ
ー
の
醍
醐
味
を
期
待

し
て
の
出
陣
式
と
な
り
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
も
8
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
年
齢
に
負

今
年
度
例
会
の
成
績
は

次
の
と
お
り
。

・
第
1
回
例
会

（
通
算
2
6
2
回
）

天
童
c
c
4
月
2
4
日

参
加
者
3
2
名

優
勝
　
叶
　
昌
悦

準
優
勝
　
鈴
木
　
健
児

第
2
回
例
会
は
5
月
2
2
日
蔵
王
c
c
で
開
催
さ
れ

ます。
㈲
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
布
紗

㈲
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

平
成
2
9
年
度
の
競
技
開
始
に
先
立
ち
、

3
月
2
6
日

に
、
会
員
1
9
名
出
席
の
も
と
総
会
・
出
陣
式
を
開
催
。



各地区電友会だより（山形）

ロングショットで・・危ないですよ

老人ホームへの清拭タオルの贈呈の様子は
地元紙でも紹介されました

鹿間さんの観光ガイドの様子

表彰を受ける鹿間さん

19

電友会さくらんは

十台華

琴操会活動模様

グラウンドゴルフ愛好会メンバー

年
間
の
例
会
競
技
2
0
回
、
大
会
競
技
8
回
の
開
催
。

競
技
力
向
上
と
サ
ー
ク
ル
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
規
定

の
改
訂
及
び
大
会
の
賞
品

授
与
者
の
拡
大
を
図
る
等

新
規
会
員
6
名
の
皆
さ
ん

に
も
獲
得
チ
ャ
ン
ス
の
あ

る
も
の
を
施
策
に
取
り
込

み
ま
す
。

た
だ
き
ま
し
た
。

・
平
成
2
8
年
度
の
活
動

①
サ
ー
ク
ル
活
動
は
ア
イ
デ
ィ
ア
を
凝
ら
し
活
発

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

特
義
に
タ
オ
ル
寄
贈

一
寒
河
江
．

▼
河
　
北

N
T
T
環
河
江
支

店
の
O
B
で
つ
く
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
塵
の
は
と
」

西
川
鍼
崩
餉
一
■
サ

◆
電
友
会
さ
く
ら
ん
ぼ

◎
定
期
総
会
開
催

平
成
2
9
年
4
月
2
5
日
に
4
6
人
の
会
員
が
出
席
し
開

催
。
ご
来
賓
と
し
て
電
友
会
山
形
支
部
副
支
部
長
鈴

木
俊
一
様
、
N
T
T
山
形
支
店
財
務
担
当
課
長
小
山

和
幸
様
、
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
寒
河
江
地
区
協

議
会
副
会
長
多
田
彰
博
様
を
お
迎
え
し
ご
挨
拶
を
い

レ
福
北
町
西
川
町
の
特
別
集
積
老
一

人
ホ
ー
ム
轟
に
幸
纏
い
の
清
拭
■

（
せ
い
し
き
）
タ
オ
ル
計
4
0
0
枚

を
贈
っ
た
“

同
グ
ル
ー
プ
は
女
性
‖
入
違
動
目

し
、
8
年
前
か
ら
寒
河
江
苗
轟
の

施
設
に
寄
贈
轟
け
て
い
る
ご
品

目
は
胡
め
て
の
贈
呈
と
な
る
ケ
ア
ハ

イ
ツ
西
川
南
川
一
＝
寄
集
＝
を
は

じ
め
、
い
ず
み
毒
河
江
）
、
し
ら

い
わ
ハ
同
）
、
ひ
い
な
の
里
（
河
北
）

に
1
0
0
枚
ず
つ
贈
っ
た
。
1
1
月
に

も
2
施
設
に
贈
呈
を
予
定
し
て
い

るし

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

帥
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

4
月
2
5
日
、
第
1
回
月
例
会
を
実
施
。
終
了
後
に

総
会
を
開
催
。

本
年
度
の
目
標
…
電
友
会
及
び
退
職
者
の
会
県
大

会
で
の
優
勝
を
目
指
す
。

プ
「
愛
の
は
と
」
は
、

1
0
月
に
老
人
ホ
ー
ム
6
施
設

に
6
0
0
枚
の
手
縫
い
清
拭
タ
オ
ル
を
贈
呈
し
ま
し

様模会総

た
。
ま
た
、
寺
西
操
さ
ん

率
い
る
「
琴
操
会
」
も
市

文
化
祭
や
各
種
施
設
か
ら

の
要
請
に
よ
る
演
奏
会
を

開
催
す
る
な
ど
引
っ
張
り
“

だ
こ
の
活
躍
を
し
て
お
り

ます。②
日
月
に
は
鹿
間
文
蔵
さ
ん
が
長
年
の
観
光
ガ
イ

ド
活
動
に
よ
る
地
域
貢
献
が
評
価
さ
れ
電
友
会
本
部

の
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
〔
】
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パークゴルフ愛好会

月例会模様

老人ホームへ清拭タオルの贈呈

1爛野草

カラオケ愛好会の
皆さん

20

定期総会での記念撮影

榔
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

く
ほ
ど
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
過
1
回
の
例

会
を
継
続
し
、
仲
間
と
の
楽
し
い
会
を
つ
く
り
ま
す
。

㈱
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

4
月
1
4
日
、
第
1
回
例
会
を
実
施
。

本
年
度
の
目
標
…
月
2
回
の
例
会
を
開
催
し
発
足

後
1
6
0
回
の
活
動
を
行
っ
た
。
声
を
出
す
こ
と
は

健
康
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
皆
が
実
感
し
て
お
り

新
曲
を
沢
山
練
習
し
、
健
康
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
す
。

が
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
力
を
合
わ
せ
頑
張
り
ま
す
。

5
月
1
2
日
、
第
1
回
月
例
会
を
実
施
。
終
了
後
に

総
会
を
開
催
。

本
年
度
の
目
標
…
地
域
で
の
一
般
大
会
に
も
積
極

的
に
出
場
し
、
ま
た
本
年
度
は
福
島
方
面
へ
の
県
外

遠
征
を
計
画
す
る
な
ど
「
明
る
く
・
楽
し
く
二
元
気

よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
　
　
　
．

活
動
す
る
。

㈱
卓
球
愛
好
会

4
月
3
日
、
第
1
回
例

会
を
実
施
。

本
年
度
の
目
標
…
若
手

会
員
の
入
会
で
技
量
は
驚

様槙の桧昏

僧‥

◎
観
桜
会
を
開
催

定
期
総
会
に
合
わ
せ
、
同
会
場
で
退
職
者
の
会
と

合
同
の
観
桜
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
6
4

名
で
、
い
つ
も
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
仲
間
で
も
、
こ

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
愛
の
は
と
」

4
月
1
9
日
、
第
1
回
例
会
及
び
総
会
を
開
催
。

本
年
度
の
目
標
…
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
賞
も
頂
き

有
り
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
年
々
歳
を
重
ね
ま
す
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みんな楽しく手をつないで

高台の清水城本丸跡からの絶景Il
この高台を見つけた武士に感動しました

現存する日本最古の城で築400年以上の松本城
鉄砲戦に武備が城全体に施されている

の
日
ば
か
り
は
酒
が
あ
り
、
肴
も
あ
り
、
〝
話
が
は

ず
み
〃
〃
歌
が
弾
み
″
楽
し
い
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お
開
き
後
は
、
カ
ラ
オ
ケ

愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
り
カ
ラ
オ
ケ
店
に

直
行
と
い
う
方
々
も
多

く
、
先
輩
方
の
不
死
身
ぶ

り
に
は
つ
く
づ
く
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

の
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
清
水
城
は
最
上
川
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ

り
、
そ
こ
に
立
つ
と
最
上
川
舟
運
の
拠
点
と
庄
内
藩

と
の
戦
乱
の
最
前
線
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

最
上
川
と
清
水
町
内
や
大
蔵
橋
が
美
し
く
、
絶
景
で

した。

し
た
。
松
本
城
は
安
土
桃
山
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時

代
初
期
に
建
造
さ
れ
た
城
と
の
こ
と
。
靴
を
脱
い
で

登
城
、
4
階
か
ら
の
階
段
は
、
手
す
り
に
掴
ま
ら
な

い
と
一
段
が
上
が
れ
な
い
。
全
員
天
守
閣
に
登
っ
た
。

月．

◆
村
山
ク
ラ
ブ

◎
特
別
企
画

①
村
山
周
辺
の
城
址
・
戦
跡
を
訪
ね
る
旅

私
達
の
祖
先
は
、
戦
国
時
代
を
ど
の
よ
う
に
戦
っ

た
の
か
を
知
る
日
帰
り
旅
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
4

回
目
と
な
る
2
8
年
度
は
最
上
義
光
氏
と
の
戦
跡
を
訪

ね
ま
し
た
。

延
沢
城
址
か
ら
猿
羽
根
山
を
通
っ
て
清
水
城
址
を

訪
ね
、
大
石
田
で
昼
食
後
、
左
沢
楯
山
城
址
、
漆
山

古
戟
場
へ
と
進
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
天
童
市
に
入
り
、
私
達
村
山
地
区
と
の

枠
組
み
で
あ
る
天
童
氏
が
、
最
上
義
光
氏
と
の
日
雇
後

の
激
戦
地
・
八
幡
山
占
戦
場
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。
∵
戦

死
し
た
武
将
達
の
墓
の
前
で
現
代
に
生
き
る
私
た
ち

」
正
円
．
一
H
J

②
諏
訪
大
社
参
拝
の
1
泊
旅
行

2
8
年
度
の
1
泊
旅
行
は
　
「
諏
訪
大
社
参
拝
と
真
田

氏
ゆ
か
り
の
地
」
　
を
旅
し
ま
し
た
。
「
諏
訪
大
社
」

参
拝
・
「
木
落
と
し
坂
」
を
観
て
、
磯
部
温
泉
「
雀

の
お
宿
」
　
に
1
泊
、
翌
日
は
快
晴
で
、
「
真
田
氏
ゆ

か
り
の
地
」
　
そ
し
て
　
「
松
本
城
」
　
な
ど
を
観
て
来
ま

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

仙
ゴ
ル
フ
愛
好
会

参
加
者
の
心
が
け
も
良
く
、
前
日
の
降
り
続
い
た

雨
も
上
が
り
、
真
っ
青
な
空
が
待
っ
て
い
た
L
U
月
山
・

葉
山
の
残
雪
に
向
か
っ
て
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
∩
■
　
新
会

員
で
若
干
若
返
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
の
維
持

と
親
睦
を
目
的
に
、
4
月
～
1
0
月
の
6
回
県
内
の
ゴ

ル
フ
場
を
会
場
に
楽
し
く
元
気
で
活
動
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
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第1回大会参加者

恕笥乳∴＿▲一」三㌧
秋季GG大会
碁点竜神コース

県大会で選手宣誓の森谷ご夫妻

22

・
第
1
回
　
（
天
童
G
・
C
）

優
勝
　
相
川
　
幹
雄
　
　
準
優
勝
　
下
山
　
孝

・
第
2
回
　
（
さ
く
ら
ん
ぼ
G
・
C
）

優
勝
　
蔚
藤
　
幹
雄

準
優
勝
　
森
谷
　
俊
昭

ゴ
ル
フ
県
大
会
は
天
童
市
G
G
場
で
行
わ
れ
、
村
山

が
団
体
優
勝
し
ま
し
た
。
個
人
成
績
は

男
子
優
勝
　
池
野
　
勝
美

・
山
形
県
秋
の
大
会
の
成
績

2
8
年
1
0
月
1
3
日
電
友
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
大

会
が
鶴
岡
市
櫛
引
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
村

山
チ
ー
ム
が
団
体
優
勝
し
、
こ
れ
で
3
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。
個
人
成
績
は

男
子
優
勝
　
秋
久
保
　
廣

㈲
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

・
村
山
地
区
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

2
8
年
5
月
2
3
日
五
月
晴
れ
の
下
、
2
3
名
が
参
加
し

行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
優
勝
菅
井
　
政
義
　
準
優
勝
秋
久
保
　
廣

女
子
優
勝
丹
野
　
郁
子
　
準
優
勝
奥
山
よ
ね
子

・
山
形
県
春
の
大
会
の
成
績

2
8
年
6
月
2
日
開
催
の
退
職
者
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド

2
8
年
1
0
月
2
1
日
、
秋
恒
例
の
芋
煮
会
を
兼
ね
た
大

会
が
、
村
山
市
碁
点
の
竜
神
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
爽
や
か
な
秋
空
の
下
2
1
名
の
参
加
で
和
や
か

に
プ
レ
ー
を
展
開
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。

男
子
優
勝
秋
久
保
　
廣
　
準
優
勝
佐
藤
　
芳
孝

女
子
優
勝
丹
野
　
郁
子
　
準
優
勝
秋
田
　
玲
子

㈱
卓
球
愛
好
会

卓
球
部
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
9
時
半
か
ら
正
午

ま
で
、
寒
河
江
電
友
会
会
員
・
中
野
弘
志
さ
ん
の
卓

球
場
で
活
動
す
る
こ
と
2
0
年
に
な
り
ま
し
た
。
会
員

の
数
名
は
N
T
T
村
山
O
B
と
し
て
団
体
出
場
等
山

形
県
の
各
種
大
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

・
村
山
地
区
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と
芋
煮

会
開
催
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第5回村山OB会ボウリング大会

PC教室

楯岡地域市民センター

平成29年度定期総会

古川支店長と村山OB音頭の大合唱

継
続
は
力
、
つ
い
に
5
月
7
日
の
山
形
県
ダ
ブ
ル

ス
卓
球
大
会
で
は
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
で
森
谷
俊

昭
・
美
智
さ
ん
ご
夫
妻
が
7
0
歳
無
差
別
で
3
位
入
賞

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
＼

◎
村
山
O
B
会
第
5
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

2
月
7
日
東
根
の
　
「
ボ
ウ
ル
モ
デ
ル
ノ
」
　
に
お
い

て
、
冬
季
の
運
動
不
足
解
消
と
会
員
の
交
流
を
目
的

と
し
て
、
1
6
名
が
参
加
し
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
今
回
も
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
の
度
に
、
同

じ
レ
ー
ン
や
隣
の
レ
ー
ン
の
人
と
笑
顔
で
ハ
イ
タ
ッ

チ
。
和
や
か
さ
と
楽
し
さ
一
杯
の
大
会
で
し
た
（
）
　
表

彰
式
で
も
盛
り
上
が
り
、
昼
食
を
美
味
し
く
戴
き
幸

せ
な
目
と
な
り
ま
し
た
。

男
子
優
勝
中
山
　
正
弘
　
準
優
勝
森
谷
　
俊
昭

女
子
優
勝
森
谷
　
美
智

◎
第
9
回
パ
ソ
コ
ン
教
室

2
月
1
6
1
1
7
日
の
2
日
間
、
「
楯
岡
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
」
　
に
お
い
て
、
村
山
O
B
会
パ
ソ
コ
ン
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
会
員
1
6
名
で
、
講
師
は

昨
年
同
様
O
B
会
員
の
中
山
正
弘
さ
ん
。

初
日
は
各
種
情
報
の
話
か
ら
始
ま
り
、
実
体
験
を

交
え
た
通
信
方
式
や
P
C
・
携
帯
・
ス
マ
ホ
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
話
、
W
i
－
F
i
の
話
、
使
い
方
次
第
で

料
金
に
大
差
が
出
る
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
学
び

合
っ
た
。
2
日
目
は
、
質
問
や
疑
問
点
を
主
体
に
皆

で
実
践
し
ょ
う
と
取
り
組
み
、
P
C
に
集
ま
り
、
聞

き
合
い
教
え
合
い
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

◎
定
期
総
会
開
催

総
会
が
4
月
1
4
日
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
で
会
員
5
9
名

来
賓
2
名
が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
報

告
及
び
会
計
報
告
、
新
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が

承
認
さ
れ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
報
告
、
新
会
員
6
名
の

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
新
年
度
の
特
別
企
画
は
、

伽
「
羽
州
街
道
を
北

へ
、
金
山
町
探
訪
」

㈲
新
会
員
歓
迎
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会

・
1
泊
旅
行
　
（
9
月
）

「
那
須
の
旅
　
（
湯
野
上

温
泉
泊
）
」
　
に
決
定
！
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総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
村
山
O
B
音
頭
を
全
員

で
腕
を
組
み
大
合
唱
！
昔
な
つ
か
し
仲
間
の
集
い
を

熱
く
繰
り
広
げ
た
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

◆
酒
田
電
友
会

◎
N
T
T
山
形
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会
開
催

平
成
2
8
年
日
月
8
日
庄
内
地
区
の
交
流
会
が
鶴
岡

市
の
　
「
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
サ
ン
」
　
で
N
T
T
東
日
本
山

形
支
店
の
幹
部
の
皆
様
を
含
め
、
総
勢
8
6
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

N
T
T
山
形
支
店
古
川
直
子
支
店
長
の
ご
挨
拶
で

は
最
近
の
支
店
内
の
動
向
の
紹
介
が
あ
り
、
「
酒
田

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
」
が
閉
所
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
地

域
住
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
等
N
T
T
へ
の
情
報
提

供
等
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
会
で
は
、
準
備
か
ら
主
催
・
進
行
ま

で
N
T
T
山
形
支
店
主
導
で
実
施
し
て
戴
き
ま
し
た
。

◎
講
演
会
開
催

N
T
T
と
の
交
流
会
（
日
月
8
日
）
の
前
段
に
「
庄

内
の
地
震
環
境
－
熊
本
地
震
か
ら
地
元
の
地
震
を
考

え
る
」
と
遷
し
て
鶴
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
の
澤
祥

教
授
よ
り
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
要
旨
）

＊
平
成
2
8
年
4
月
1
4
日
、
1
6
日
発
生
の
熊
本
地
震
は

活
断
層
に
よ
る
直
下
型
地
震
で
あ
っ
た
。

・
1
6
日
（
M
7
・
3
）
は
阪
神
淡
路
大
震
災
と
同
規
模
。

・
熊
本
の
活
断
層
帯
3
0
年
内
の
発
生
確
率
0
・
9
％

庄
内
の
活
断
層
帯
3
0
年
内
の
発
生
確
率
6
％
で
あ

り
庄
内
で
は
い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

＊
過
去
に
発
生
し
た
熊
本
、
庄
内
の
地
震

・
熊
本
地
震
　
（
1
8
8
9
年
7
月
2
8
日
）

熊
本
市
金
峰
山
　
（
M
6
・
3
）
　
内
陸
直
下
型
地
震

死
者
　
2
1
人
　
全
壊
家
屋
　
約
2
0
0
戸

余
震
が
長
期
に
発
生
　
（
5
ケ
月
間
で
5
0
0
回
以

上）・
庄
内
地
震
　
（
1
8
9
4
年
1
0
月
2
2
日
）
　
酒
田
地
震

」
＼
′
＼

」
ノ
バ
ノ

庄
内
平
野
北
部
　
（
M
7
・
0
）
　
内
陸
直
下
型
地
震

死
者
　
7
2
6
人
　
全
壊
家
屋
　
3
8
5
8
戸

・
新
潟
地
震
　
（
1
9
6
4
年
6
月
1
6
日
）

新
潟
県
粟
島
付
近
　
（
M
7
・
5
）
　
海
底
歪
み
地
震

死
者
　
9
人
　
全
壊
家
屋
　
2
0
0
0
戸

新
潟
・
秋
田
・
山
形
県
内
で
体
感
震
度
が
最
も
高

か
っ
た
の
は
酒
田
測
候
所
で
あ
っ
た
。

・
庄
内
沖
地
震
　
（
1
8
3
3
年
1
2
月
7
日
）

山
形
県
庄
内
沖
（
M
7
・
5
）
　
海
底
歪
み
地
震

死
者
　
庄
内
3
8
人
　
輪
島
4
7
人

（
講
演
を
聞
い
て
感
じ
た
事
）

熊
本
、
庄
内
で
も
過
去
に
同
様
の
地
震
が
発
生
し

て
お
り
、
庄
内
で
の
地
震
は
内
陸
直
下
型
活
断
層
地

震
と
日
本
海
の
歪
み
集
中
帯
地
震
の
繰
返
し
で
被
害

地
震
が
発
生
し
て
い
る
。
発
生
周
期
は
百
年
か
ら
数

百
年
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
地
震
を
語
り
継
ぐ
事
が

い
か
に
難
し
い
か
痛
感
し
た
。
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定例会の参加者

研修対局

皆で楽しい
昼食のひととき

地
域
の
災
害
訓
練
や
、
ま
た
家
庭
内
で
も
「
昔
話
」

の
様
に
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

仙
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
木
曜
ク
ラ
ブ
）

・
木
曜
ク
ラ
ブ
ノ
ー
ハ
ン
デ
ィ
大
会
（
1
0
月
2
7
日
）

場
所
　
大
浜
緑
地
公
園
　
（
参
加
者
1
8
名
）

優
勝
　
小
松
　
貞
之
　
　
準
優
勝
　
北
谷
　
啓
一

・
木
曜
ク
ラ
ブ
納
会
　
ボ
ー
ル
洗
い
　
（
日
月
1
0
日
）

「
魚
御
殿
や
ま
も
と
」
　
で
色
々
な
思
い
出
を
残
し

て
今
年
度
の
打
ち
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

レ
デ
ィ
ス
賞
　
遠
藤
　
美
也

㈲
酒
田
囲
碁
愛
好
会

・
県
主
催
N
T
T
・
O
B
囲
碁
大
会
　
（
日
月
7
日
）

場
所
　
酒
田
市
「
観
音
湯
」
　
（
参
加
者
3
名
）

・
毎
週
水
・
土
曜
日
の
午
後
研
修
対
局
を
開
催
し
て

お
り
、
平
成
2
8
年
度
の
延
参
加
者
は
1
6
6
名
で
し

た。

し
て
誕
生
し
、
「
お
ら
だ
の

せ
ん
べ
い
」
が
い
つ
か
ら

か
オ
ラ
ン
ダ
せ
ん
べ
い
と

な
り
、
今
や
人
気
の
観
光

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
2
2
名
、
秋
の
1
日

を
満
喫
し
ま
し
た
。

・
年
間
の
表
彰
者

年
間
優
勝
　
　
小
松
　
貞
之

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
賞
（
率
・
最
多
）
小
松
　
貞
之

㈱
歩
こ
う
会
（
木
曜
ク
ラ
ブ
）

秋
の
歩
こ
う
会
が
日
月
2
日
好
天
に
恵
ま
れ
た
中

で
最
上
川
河
川
敷
の
散
策
と
オ
ラ
ン
ダ
せ
ん
べ
い
工

場
の
見
学
と
い
う
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。
出
羽
大
橋

下
の
駐
車
場
か
ら
工
場
ま
で
約
1
キ
ロ
歩
き
、
全
長

3
9
5
メ
ー
ト
ル
の
長
い
工
場
で
す
。
酒
田
米
菓
と

◆
電
友
会
お
い
た
ま

◎
平
成
2
9
年
度
定
期
総
会
開
催

5
月
1
2
日
「
東
京
第
一
ホ
テ
ル
米
沢
」
　
に
お
い
て
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電
友
会
霞
城
ク
ラ
ブ
鈴
木
秀
敏
副
会
長
、
N
T
T
東

日
本
山
形
支
店
小
山
財
務
担
当
課
長
等
ご
来
賓
を
お

迎
え
し
、
平
成
2
9
年
度
電
友
会
お
い
た
ま
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

電
友
会
霞
城
ク
ラ
ブ
鈴
木
秀
敏
副
会
長
か
ら
は
、

今
総
会
が
創
立
2
5
周
年
を
迎
え
た
こ
と
へ
の
ご
祝
辞

と
、
N
T
T
山
形
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会
が

昨
年
度
か
ら
、
置
賜
地
区
も
山
形
で
の
合
同
開
催
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
等
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

N
T
T
東
日
本
山
形
支
店
小
山
財
務
担
当
課
長
か

ら
は
、
フ
レ
ッ
ツ
光
と
コ
ラ
ボ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
新
サ
ー
ビ
ス
等
、
N
T
T
の
事
業
動
向
に
つ
い

て
、
又
、
不
良
設
備
へ
の
対
応
等
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
議
案
審
議
に
入
り
、
原
案
通
り
何
れ

も
満
場
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
ご
来
賓
の
方
々

共
々
、
先
輩
・
同
僚
の
皆
様
と
親
交
を
深
め
合
い
、

課
題
で
あ
る
組
織
の
拡
大
・
発
展
と
参
加
さ
れ
た
皆

様
の
健
康
を
祈
念
し
、
盛
会
に
終
了
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
ボ
ー
リ
ン
グ
愛
好
会

ボ
ー
リ
ン
グ
好
き
な
方
、
何
か
運
動
を
や
り
た
い

万
等
に
声
掛
け
し
て
、
昨
年
1
0
月
に
設
立
総
会
を
開

催
し
、
「
ボ
ー
リ
ン
グ
愛
好
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
ボ
ー
リ
ン
グ
」
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
継
続

で
き
る
こ
と
か
ら
、
毎
月
2
回
の
定
例
会
を
実
施
し

体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
練
習
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
2
9
年
度

は
大
会
等
も
設
定
し
、
技
量
ア
ッ
プ
も
目
指
し
な
が

ら
、
健
康
促
進
に
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。


